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Ｅ
Ｂ
版
木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
開
に
田
心う
―
―

木
簡
学
会
の
設
立
、
発
展
の
背
景
の
一
つ
に
は
、
木
街
に
つ
い
て
の
情
報
の
公
開
と
共
有
、
共
通
研
究
基
盤
の
確
保
と
い
う
研
究
者
の
願
望
が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
時
と
し
て
、
文
献
史
研
究
者
の
我
儘
と
見
ら
れ
た
こ
と
も
あ
ろ
う
。
『木
簡
研
究
』
が
、
大
半
を

「前
年
度
出
上
の
木
街
」
と
し
、

調
査
担
当
者
の
ご
協
力
を
得
て
可
能
な
限
り
の
出
土
木
簡
情
報
を
集
約
す
る
と
い
う
構
成
を
と
る
の
は
、
本
誌
の
使
命
の
一
つ
が
学
術
情
報
誌
で
あ

る
こ
と
の
証
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
を
考
え
出
さ
れ
た
設
立
関
係
者
の
情
報
化
社
会
到
来
予
知
に
は
、
情
報
享
受
者
と
し
て
感
謝
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
小
生
も
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
で
史
料
の
調
査

・
研
究

・
編
纂
を
行
う
仕
事
柄
、
研
究
機
関
に
よ
る
情
報
の
集
成

。
公
開
に

は
日
頃
よ
り
注
意
を
払
っ
て
き
た
。　
一
人
八
五
年
よ
り
本
格
化
し
た
全
国
史
料
調
査
の
成
果
を
史
料
集
編
纂
に
利
用
す
る

一
方
、
そ
れ
ら
を
学
界
共

有
財
産
と
し
て
情
報
化
す
る
こ
と
は
我
々
の
近
年
の
課
題
で
あ
っ
た
。　
一
九
人
四
年
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

一
台
を
前
に
し
て
始
め
ら
れ
た

史
料
編
纂
所
の
歴
史
情
報
研
究

。
歴
史
情
報
公
開
も
、　
一
歩
先
を
進
ま
れ
て
い
た
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
情
報
化
対
応
に
学
び
つ
つ
の
も
の
で

あ
っ
た
。
奈
文
研
は
、
初
め
国
立
民
族
学
博
物
館
の
汎
用
機
を
ホ
ス
ト
に
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
さ
れ
、
つ
い
で
自
前
の
汎
用
機
に
よ
る
研
究

所
Ｆ
＞
名
で
木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
公
開
さ
れ
全
国
か
ら
接
続
が
可
能
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
奈
文
研
は
木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
学
術
情
報
セ
ン

タ
ト
ヘ
移
植
し
、
利
用
環
境
の
飛
躍
的
改
善
を
図
ら
れ
た
。　
一
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
公
開
の
波
は
瞬
く
間
に
広
が
り
、　
一
九
九
六
年

に
余
文
研
は
ミ
ロ
ω
サ
イ
ト
か
ら
の
情
報
提
供
を
始
め
ら
れ
、
つ
い
に

一
九
九
九
年
五
月
か
ら
要
田
“
版
木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
提
供
を
開
始
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
面
倒
な
認
証
シ
ス
テ
ム
、
利
用
申
謂
と
更
新
手
続
か
ら
自
由
に
な
り
、
使
い
勝
手
は
飛
躍
的
に
増
大
し
た
。

私
事
な
が
ら
、
＞」
の
十
月
に
刊
行
さ
れ
た
日
本
史
の
辞
典
の
最
後
の
内
容
点
検
の
段
階
で
役
立
っ
た
の
は
、
史
料
編
纂
所
∽
田
円句
∽
｛Ｒ

Ｆ
けω
叫慮
命

で
の
用
語
検
索
、
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
イ
歩
①
盟
∽
要
田
田
ｌ
①
＞
↓
で
の
文
献
検
索
で
あ
り
、
奈
文
研
翼
門
ｗ
版
木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
つ
た
。



例
え
ば
、
屯
の
解
説
文
を
確
認
す
る
の
に
、
綿

一
屯
の
重
さ
が
四
両
で
あ
る
こ
と
は
、
「屯
」
で
検
索
し
て
神
亀
四
年
の
豊
前
国
調
綿
荷
札
に

「
四

両
屯
」
と
あ
り
、
す
ぐ
に
確
認
で
き
た
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
は

『平
城
宮
木
簡
』

一
収
録
の
二
人
五
号
木
筒
で
あ
っ
た
が

（
五
〇
頁
、　
一
一
九
頁
）
。

九
月
末
か
ら
は
全
国
遺
跡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
三
二
万
件
）
も
公
開
さ
れ
て
い
る
。
「木
簡
」
で
検
索
す
る
と
五
六
遺
跡
が
ヒ
ッ
ト
し
た
。　
一
つ
の
提

案
―
―
遺
跡
解
説
と

一
体
の
木
簡
情
報
を
特
徴
と
す
る

『木
簡
研
究
』
の
誌
面
画
像
と
木
簡

。
全
国
遺
跡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
の
リ
ン
ク
は
張
れ
な
い

の
か
。
監
事
の
身
と
し
て
会
誌
販
売
収
入
減
を
提
案
す
る
の
は
憚
ら
れ
る
が
。
デ
ー
タ
に
研
究
論
文
や
解
説
を
リ
ン
ク
し
た
い
と
考
え
る
の
は
横
着

の
故
か
。

ま
た
思
い
出
す
の
は
、
史
料
編
纂
所
で
私
が
属
す
る
研
究
室
の
室
長
で
あ
っ
た
故
卵
永
貞
三
先
生
の
木
簡
研
究
で
あ
る
。
第
二
回
木
簡
研
究
集
会

へ
の
報
告
の
準
備
で
、
中
国
簡
贖
と
比
較
し
た
日
本
筒
の
形
制
の
特
徴
を
検
出
す
る
た
め
に
、
先
生
は
黙
々
と
木
簡
の
寸
法
を
調
ベ
グ
ラ
フ
を
作
ら

れ
て
い
た
。
私
は
、
な
る
ほ
ど
数
学
的
環
境
だ
な
、
な
ど
と
思
っ
て
い
た
。
木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
長
さ

一
尺
の
木
簡
を
探
す
に
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド

検
索
／
寸
法
で
、
例
え
ば

「
２
９
７
」
ミ
リ
を
指
定
す
れ
ば
よ
い
。
だ
が
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
中
約
二
万
五
千
点
の
木
街
の
寸
法
を
統
計
処
理
す
る
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。
数
字
も
含
め
た
文
字
列
検
索
が
可
能
に
な
っ
た
次
に
、
群
と
し
て
の
木
街
を
ど
の
よ
う
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使
い

分
析
で
き
る
の
か
、
こ
れ
が
課
題
と
な
ろ
う
。
も
う

一
つ
の
提
案
―
―
木
街
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使
っ
て
の
斬
究
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
。
こ
の
豊
か
な

内
容
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
使
い
こ
な
し
方
の
腕
を
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
駆
使
型
研
究
者
諸
氏
に
見
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
あ
る
い
は
、

木
簡
学
会
の
研
究
発
表
で
、
そ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
て
も
よ
い
。
大
量
デ
ー
タ
の
駆
使
と
な
る
と
、
現
在
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
形
式
で
対
応
で
き
る

の
か
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト

・
表
計
算
ソ
フ
ト
で
使
え
る
よ
う
な
粗
デ
ー
タ
が
学
術
用
に
利
用
可
能
な
の
か
な
ど
、
奈
文
研
の
木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
開
発
担
当
者

・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
当
事
者
の
過
去

。
現
在
の
ご
苦
労

（私
も
史
料
編
纂
所
で
の
経
験
で
十
分
に
わ
か
っ
て
い
る
が
）
に
感
謝
し
た

上
で
、
敢
え
て
う
か
が
い
た
く
な
る
の
は
、
こ
れ
ま
た
研
究
者
の
我
儘
で
あ
ろ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（石
　
上
　
英
　
一
）




